平成24年度事業計画
社会福祉法人ラポール

１、法人全体の事業計画
（１）法令遵守の徹底をはかり法人の適性な運営をすすめます。

　　　１）監事監査（業務監査・会計監査）を毎月実施します。

　　　２）役職員研修会を毎月実施します。

　　　　　１、規程・マニュアル研修により利用者の人権尊重、虐待防止の周知・徹底をはかります。

　　　　　２、虐待防止管理責任者を事業所ごとに配置し点検・指導を行います。

　　　　　３、業務管理規程に基づき業務管理責任者が法令遵守の周知・徹底をはかります。

　　　３）公費請求の三重チェックを実施します。

（２）指定更新期を迎える事業所の指定更新を円滑にすすめます。

（３）災害対策を強化します。

　　　１）月次の避難訓練・救急救命訓練に加えて地震時の避難指定地（学校等）への避難訓練を実施します。
　　　２）火災保険に加えて地震保険に加入します。

　　　３）非常食の定期更新、非常時電源確保を行います。

（４）障害児等タイムケア事業の廃止に伴い障害児通所支援事業（放課後等デイサービス）

　　　の新規指定を受け、利用者が継続してサービスを受けられるようにします。

　　　１）平成24年4月1日より放課後等デイサービス事業所「プレジール」を開設します。

　　　２）学校の放課後だけでなく夏休み等の休校日にも営業し利用者の便宜をはかります。

　　　３）福祉サービス相談委員会の相談対象を放課後等デイサービス利用者にも拡大します。

　　　４）思春期以降の生活の自立・行動の安定にとって重要な時期となる就学期の児童・生徒さんの集団適応・社会適応に向けて個別支援計画をたてて取り組みます。

（５）マルシェ（就労継続支援Ｂ型）の出張所として運営している「パン・マルシェ」の
　　　新規指定（就労継続支援Ｂ型：定員10人）に向けて大分市に働きかけ、新規利用者

　　　のニーズに応えられるように努力します。

（６）サービスの質の向上に向けて職員の職務能力の向上と雇用環境の整備をすすめます。

　　　１）職員の専門資格取得に向けて計画的な支援を行います。

　　　２）初任時格付け制度を整備・実施します。

　　　３）福祉・介護職員処遇改善加算を活用し、基本給等の改定を行い雇用条件の安定的な整備をすすめ、加算報酬が超過推移した場合は期末一時金で調整します。
　　　４）適切な人事考課制度を整備します。

（７）法・制度改定を踏まえ、新たな事業とサービスのあり方を検討していきます。

　　　１）平成26年度施行予定のグループホーム・ケアホームの統合と新たなサービス体系を研究しグループホームの運営の見直しを検討します。

　　　２）相談支援事業を強化する施策に対応できる体制の準備を検討します。
　　　３）平成26年度以降において指定可能となる居宅介護事業の再建に向けて検討し、グループホームの機能再編（ヘルパーサービスの個別給付化）に備えます。

（８）利用者の健康管理を強化します。

　　　１）定期健診に加えて看護師等の専門職による定期健康相談の実施を追及します。
　　　２）クラブ活動に体操・ヨガ教室などを取り入れていきます。

（９）理事会に中期ヴィジョン検討委員会をつくり来年度以降の中期ヴィジョンの検討を

行います。

1） 利用者・保護者に満足度調査と将来に向けたニーズ調査を実施します。

2） 利用者の高齢化・早期退行に備えた健康管理や介護サービスの研究を行います。
3） グループホームの拡充・体験宿泊訓練と運営のあり方の研究を行います。

4） 利用者の必要所得を総合的（賃金・工賃・年金・生活保護等）に確保し保護者に依存せずに生活できるように支援を行います。

5） 企業との連携をつくり就労移行の促進、就労収益の向上（付加価値のある作業）＝工賃の向上を研究します。
6） 成年後見制度の活用の研究をすすめます。

7） 指定相談支援事業の研究を行います。

8） 利用者の余暇活動の充実の研究を行います。

9） 保護者会とも話し合い中期ヴィジョンを共有して共に推進していきます。

　　　10）施設整備計画・資金調達計画・人材育成計画を策定します。

２、多機能型就労支援事業「マルシェ」の事業計画
（１）一般就労・就労定着に向けて支援します。

　　　１）ハローワーク、障害者就労支援機関との連携を強め、就労促進と就労定着に向

けて支援を強化します。

　　　２）実習・見学受け入れ企業を開拓し就労機会を拡大します。

　　　３）就労適性判定を活用して一人ひとりに適した仕事を見つけていきます。
（２）工賃の向上をはかります。

　　　１）大分県の同種施設平均を上回る工賃を目指します。

　　　２）販売先の拡大、適性な原価率の維持、付加価値の高い作業の開発により利益の拡大をはかります。
　　　３）ホームページで商品や企画のＰＲを行います。
（３）障害の種別や程度に拘らず多くの方が利用できる施設であり続けます。

　　　１）６：１の職員配置基準を超える職員の加配体制を組み重度の障害の方も充実した就労参加ができるようにします。

　　　２）受け入れ先の少ない精神障害の方や通所日数の少ない方でも利用できるようにします。
（４）生活支援にも力を入れて取組みます。

　　　１）健康管理・服薬管理・生活リズムつくり・身だしなみ・運動・清潔保持についてきめ細かい支援を行います。健康相談やヨガ体操にも取組みます。
　　　２）クラブ活動・旅行・懇親会・音楽鑑賞会・外食など皆で楽しめる企画を充実させます。

　　　３）障害基礎年金・福祉サービス制度の活用・生活保護・金銭管理サービス・成年後見制度の活用などの相談・支援に取組みます。

（５）計画・目標
	利用者
	就労継続支援Ｂ型（定員30人）
	36人（平均通所率81％）

	
	就労移行支援（定員10人）
	12人（平均通所率93％）

	販売目標
	年間1,400万円

	工賃目標
	就労継続支援Ｂ型
	月平均13,000円

	
	就労移行支援
	月平均15,000円

	職員配置
	別紙組織図

	
	業務管理責任者・防火管理者
	施設長（石三修）

	
	虐待防止責任者
	三好幸一

	年間活動計画
	別紙年間スケジュール表

	支援費報酬
	サービス費（Ⅰ）
	６：１以上の職員配置

	
	福祉専門職員配置加算（Ⅱ）
	3年以上勤続経歴3割以上

	
	目標工賃達成加算（Ⅱ）
	県平均工賃の8割以上

	
	就労移行支援体制加算
	一般就労実績に応じて

	
	目標工賃達成指導員配置加算
	職員の加配

	
	就労支援関係研修終了加算
	専門研修の受講終了

	
	施設外就労加算
	企業との契約による

	
	送迎加算
	送迎の実施

	
	重度支援体制加算（Ⅱ）
	年金1級割合25％以上

	
	処遇改善加算
	報酬の2.1％

	給食利用料
	1食108円
	食材の低価格仕入れによる


３、グループホーム・ケアホーム「グランディール寒田」の事業計画
（１）地域の中で楽しく暮らすことができるよう居住支援を行います。

　　　１）一般就労や福祉就労をされている方の「自分の家」としてくつろげる場にします。個室でプライバシーを保ちます。

　　　２）健康・栄養のバランスに配慮した食事を提供します。利用者も可能な限り食事つくりに参加して自立した生活力を養います。
　　　３）外食会、食事会など楽しい企画を組んで親睦を深めます。

（２）生活支援に取組みます。

　　　１）支援が必要な方には健康管理・服薬管理・生活リズムつくり・身だしなみ・入浴・洗濯・掃除・運動・清潔保持・金銭管理についてきめ細かい支援を行います。

　　　２）必要に応じて外出・買物・通院の支援を行います。

　　　３）安心して暮すことができるように心身や生活全般の相談に応じてサポートします。

　　　４）４：１の職員（世話人）配置で支援度の高い方にも対応できるようにします。

（３）就労（福祉就労）を支えます。

　　　１）就労先、ジョブコーチ、通所事業所と緊密に連携をはかり円滑に就労（福祉就労）できるよう支援します。

　　　２）職場での悩み・病気・トラブルなどへの相談・助言を行い職場への連絡・相談を行います。

　　　３）マルシェに通所されている方については毎朝一人ひとりの状態・様子を伝え協力して支援をすすめます。

（４）集団生活に適応しマナーを身につけることができるように支援します。

　　　１）当番制で掃除、配膳、片付けなどを行います。
　　　２）利用者会議を開いて問題解決をはかり、ルールを自分たちで確かめていきます。

　　　３）共同生活を通して社会人として自立・適応できる力を養います。

（５）安全確保を徹底します。
　　　１）スプリンクラー・非常消防通報装置・セキュリティ会社との緊急時対応契約・毎月の避難訓練により安全を確保します。

　　　２）災害に備えて非常食・非常電源を確保します。

　　　３）夜間宿直職員とマルシェの職員による緊急時支援体制で安全を確保します。

（６）計画・目標

	利用者
	グループホーム（定員7人）
	利用者7人

	
	ケアホーム（定員7人）
	利用者7人

	日中生活
	一般就労6人、マルシェ通所8人（送迎車利用）

	職員配置
	別紙組織図

	
	業務管理責任者・防火管理者
	石三修

	
	虐待防止責任者
	管理者（飯田智高）

	年間活動計画
	防災訓練　別紙年間スケジュール表

	支援費報酬
	サービス費
	世話人4：1以上の配置

	
	福祉専門職員配置加算（Ⅱ）
	3年以上勤続経歴3割以上

	
	処遇改善加算
	ＧＨ7％、ＣＨ3％

	
	夜間防災緊急時支援加算Ⅰ・Ⅱ
	ＧＨ

	
	夜間支援体制加算
	ＣＨ

	
	通勤者生活支援加算
	ＧＨ

	家賃
	30,000円（国から10,000円補助あり）


４、障害児通所支援・放課後津デイサービス「プレジール」の事業計画
（１）障害児等タイムケア事業所「フレンドぱずる」を平成24年3月31日で廃止し、4月

　　　1日より放課後津デイサービス「プレジール」を開設します。

1） 利用定員10人（1日当たり利用限度）とします。

2） 対象は支援学校（学級）の小・中・高の児童・生徒とします。
3） 事業所は旧「フレンドぱずる」（旦野原）を継続して使用します。

4） 放課後及び夏休み等の学校の休みの期間（土日・祝祭日を除く）に営業します。

5） 学校から事業所までの送迎を実施します。

6） 児童発達支援管理責任者を配置します。必要な研修を受講して資格を取得しています。

7） 定められた職員配置（保育士または指導員2人以上、うち1人は常勤）を越えて3人の配置（加配）し、多動の自閉症の方も安全に利用できるようにします。

8） 個別支援計画を策定し計画に基づいた支援を行います。

（２）自立した生活をおくり集団・社会に上手に適応できるよう支援していきます。
　　　１）「楽しく遊ぶ」「好きなことに取組む」「友達と仲良くすごす」「上手に意思表示

（コミュニケーション）をする」「お互いに認め合う」「得意なことを見つける」

「年令の異なった人と過ごす」など成長していく上で基本となる体験が楽しく出来る場所にしていきます。
　　　２）衣服の着脱、排泄、片付けなど自立生活の力をつけていきます。

　　　３）心の安定（自分と周囲の折り合いをつけていく）をはかれるようにサポートし

　　　　　ていきます。

（３）職員の研修を行い障がいに応じた支援ができるようにします。

　　　１）発達障害児支援の研修会に積極的に参加し知見を深めます。

　　　２）法人内部の研修会に参加し支援の基本を身につけます。

（４）学校・保護者との連携を密にして支援します。

　　　１）日々の状態・様子を共有し協力して支援を行います。

　　　２）体調・心理の変化をよく把握して事故のないように対処します。

（５）避難訓練を定期的に実施します。

　　　１）落ち着いて避難できるよう練習を重ねます。

　　　２）職員が救急・救命技術を体得し安全を確保します。
　　　３）緊急時の連絡先を明確にし迅速に対応します。

　　　４）緊急時にはマルシェから職員が応援できるよう内部連携を密にします。

（６）計画・目標

	利用者
	定員10人
	13人（1日10人まで）

平均6人から開始

	職員配置
	別紙組織図
	

	
	業務管理責任者
	管理者（石三修）

	
	防火管理者・虐待防止責任者
	木崎恵三

	営業時間
	放課後
	月・火・水
	13:00～17:30

	
	
	木・金
	15:00～17:30

	
	学校の休業日
	土日・祝祭日・年末年始・お盆を除く
	9:00～17:00

希望者には前後30分の延長あり

	送迎
	学校から事業所まで送迎（無料）

	支援費報酬
	基本給付費（一）
	定員１０人以下

	
	福祉専門職員配置加算（Ⅱ）
	3年以上勤続経歴3割以上

	
	送迎加算
	送迎を実施

	
	児童発達支援管理責任者専任加算
	

	
	指導員加配加算
	基準以上の職員を加配

	
	延長支援加算
	時間延長の場合

	
	処遇改善加算
	3.3％

	利用料
	おやつ代
	実費（1日50円程度）
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